
େઇにより、थ木のંװれ΍ࠜฦりなͲのףઇ֐が発ੜします。ඃ֐発ੜの༧ଌには、थףに෇ணするઇ
のॏさʢҎԼ、ףઇॏ量ʣと、それに対するथ木のྗֶ的఍ੑ߅のධՁが必要です。఍ੑ߅は構଄ྗֶを
応用してධՁできますが、ףઇॏ量にͭいては、ؾ৅৚݅なͲとのؔ܎がৄし͘分かͬて͓Βͣ、これま
で精度のྑいਪఆはできまͤΜでした。そこで、थף全体のףઇॏ量のଌఆσʔλにͮجいて、ؾ৅σʔ
λかΒףઇॏ量をਪఆする新しいϞσルを開発しました。このϞσルを׆用して、աڈのףઇঢ়گのղ析
によるףઇ֐の発ੜϝΧニζϜのղ໌΍、ףઇ֐のݥة஍Ҭのநग़による多ઇ஍ҬでのྛܦۀӦのリスΫ
管理にͭな͛ます。

成果

େઇʹΑΔथ໦ͷףઇ֐ͷඃ֐
ɹ異常な大ઇは、थ木のંװれやࠜฦりなどのףઇ֐を
Ҿきىこします。特にত和55೥12݄からত和56೥3݄に
かけてのত和56೥߽ઇは、๺཮を中৺として数ඦԯԁに
をもたらしました。また、೔本ւଆ֐Ϳਙ大な林業ඃٴ
の߽ઇ஍Ҭのみならͣ、ීஈはઇのগないଠ平༸ଆでも
、は発ੜしています。近೥では平成26೥߽ઇにより֐ઇף
ؔ౦஍方を中৺に大きなඃ֐が発ੜしました。

ͷൃੜϦεΫධՁ֐ઇף
ɹףઇ֐の発ੜリスクを஍Ҭや林分͝とに量的に示せれ
ば、林業経Ӧに͓いてࢪ業方法などをબ୒するࡍの൑அ
材ྉの一つにすることができます。ףઇ֐は、थףに付
ணしたઇの重さが、װやࠜ、ࢬのڧ度を্ճった࣌に発
ੜします。そのため、ףઇ֐のリスクධ価には、ףઇ重
量と、それに対するथ木の力学的な఍߅性をධ価するඞ
要があります。఍߅性については構造力学をथ木のมܗ
やഁյに応用したܭ算によりධ価できます。一方、ףઇ
重量については、どのような気৅৚݅の࣌に、どれだけ
のઇがथףに付ணするかৄࡉに分かって͓らͣ、これま
で精度のྑいධ価はできませΜでした。

ઇॏྔΛਪఆ͢Δף৅σʔλ͔Βؾ
ɹࠜݩでെったスギを௚ཱしたঢ়ଶで໺外の重量ܭにࡌ
せ、ౙのؒのףઇ重量のม化を測定しました（図１）。そ
の結果、෩のऑい໷ؒにףઇが成௕し、ڧ෩や೔中の೔
ࣹによりףઇがམԼすることが分かりました（図２）。ף
ઇ重量のؒ࣌ม化と、߱ઇ水量、気温、೔ࣹ量、෩速な
どの気৅৚݅とのؔ܎を解析し、気৅データからףઇ重
量を推定する新たなϞデルを開発しました。このϞデル
により、スギのथףに付ணするףઇの重量を精度ྑく推
定できるようになりました（図３）。
ɹ༷ʑな஍Ҭ΁のద用可能性を検討した্で、このϞデ
ルを׆用すれば、例えば過去のףઇ֐が発ੜした৔ॴの
の気৅データから૎って解析できる࣌ઇのঢ়ଶを、౰ף
ようになり、これまでৄࡉに分かっていなかったףઇ֐
の発ੜϝカニζムの解໌につながります。また、過去の
の発ੜする危֐ઇף、ઇ重量の஍Ҭ的な分෍を解析しף
険度の高い஍Ҭをந出できれば、߱ઇ஍Ҭの林業経Ӧの
リスク管理に׆用できます。
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図1
थףのףઇॏ量の໺֎؍ଌの༷ࢠ
෩のऑい大ઇの೔の໷ؒにףઇが大きく成௕します。

図2
ϞσϧͰྀ͠ߟたףઇの成௕とམԼաఔの֓೦ਤ

 

 
 

 

図3
थףʹ෇ண͠たઇのॏ͞の؍ଌ値とϞσϧʹΑΔਪ定値
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